
●以前から熱中症対策に取り組んでいたが、労働安全衛生規則の改正もあり、熱中症救急セット、緊急避難
場所の配備、バックヤード・キッチン等の熱源の付近・屋外にWBGT測定器を設置、屋外作業従事者の
アイスベスト着用の義務化や熱中症に係るマニュアル・連絡先の作成など熱中症対策を全23店舗で強化

●従業員だけでなく、お客様の熱中症対策にも注力している。
●「生活のよりどころとなる店」という企業理念に基づき、店舗のクーリングシェルター指定を拡大
全23店舗の指定を目指し、各自治体への申請・働きかけを積極的に進めている。

▲クーリングシェルター指定区画
・無料の給茶機を設置。他にも店舗
内のPLANT直営の飲食ショップ
等がクーリングシェルター区画に
含まれている。

株式会社PLANT（石川県川北町ほか） 徹底した職場の熱中症対策とクーリングシェルターの両立
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給茶機

▲バックヤードのWBGT測定器
・キッチン等の熱源の付近や屋外
にも設置している。作業制限等
の基準になっている。

▲熱中症救急セット
・バックヤードの冷蔵庫内に保管。
熱中症が疑われる場合には、お
客様にも提供が可能。他にも塩
タブレットなどを準備している。

▲緊急避難場所
・バックヤードの冷房の効いた
部屋の中に折り畳み式ベッド等
の横になることのできるスペー
スを確保。

※写真は川北店での事例

■工夫した点
・クーリングシェルターの指定は総務部、従業員の熱中症対策は人事部、現場の熱中症対策は各店舗がそれぞれ担当しており、部署間の連携が、徹底
した熱中症の備えに寄与している。
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